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『古今集j は醍醐天皇の勅命で編集され、延喜五年（九 O 五年）に成立したと言われて
.:t 
いる。














































脊j や『存の雪j の歌から f惜春j や「春の果て』の歌までの fill{序で自然に前列されてい
ゐ。
この前列の仕方は、季節の巻と恋の巻には．特に目立つものだといえる。
また、歌風について、 「古今集J を f万葉集J と比較すると、ある遣いが日立つ。
t:<t ヤ匂ぷ「万葉手：~~＜：？，:e風を、江戸時代の国学者・賀茂真淵は、 『益荒男振り、 f古今集j の
それを『手弱女振古J と呼んだ。
『万葉集j の『益荒男握り，J は、 『調子が重々しく、力強い男性的な歌風j だそうだ。











りし後、泣血愛働みて作れる歌J （ニ O 七号）。










この主題については、 『万葉集J の率直性に対して、 「古今集』の作者遣は、間接的な
表現を好んで用いる傾向があった。
「仮名序J から、和歌の理想は『ところj と『ことばj の釣り合いだったことがうかが
える。
「ことろj は率直な感情だったそうだし、 「 ζ とば」というのは言語的な技法で、 『古
今集j の歌には様々な技法が、次のi麗りに使用されているそうだ．
「見立てJ という技法は、 「間接的に他のものに擬えてする表現方法j だと言われ、例
えば、 『冬枯の野辺と我が身を思ひせば 燃えても冬を待たましものを』 （七九一号）の
歌に現われて、作者の身体が『冬枯の野辺j に例えられているのだ。
この「見立て j の特別な種類が『援人法j で、 『何かを人聞に擬える』という技巧だそ
うだ。 『老いらくの来むと知りせば門さして無しと答へてあはざらましを J （八九五号）
で r ，~いらく j が人聞に接えられ、擬人化の例なのだ。
『万葉集」に現われる技巧も『古今集J の歌に周いられていて、そのうちの一つが『枕
調j と言う。




r-r:11 今集」では、 『枕調 j が用いられる場合が多く、例えば、 『いとせめて窓しき時は










て、 －穏に両様の意味を持たせる修辞法』である f揖調J がその一つである。
JG" 
前出の『花の色はうつりにけりないたづらに 我が身1止にふるながめせしまに』 （一－


























が、その歌人の活躍期（八五 O ～九 0 0 年位）には、新しい歌風が現われたようなので、
「との六歌仙を中心にー・つの時代が形成されていると考えるのは妥当 j である。



























「古今集j 巾に彼の歌が三 O 首載せられている。
小野小町
























らむj （三四九号）の歌に見られるそうだ。 『山 J • r風』という漢字が当字のよう
に組み合わされて、跨調の「あらしJ －「嵐』になるのだ．

































「仮名 rr. J は名作だと言われ、貫之は土佐守の経験から『上佐日記J という旅日記を作
ったし、 r 1'1 今集J の ljt に歌が. Q ＿；首載せられている。
彼の歌のは主知的な調子のある傾向があると言えるし、修辞などのような技巧が上手く
mいられている。
彼の歌 l土、その「撰 -rt 時代j の代表的なものだと言える。
「古今集j の他の撰者達、紀友則・凡河内駒恒・壬生忠本らも、素性法師・伊勢・清原
深義父らも、 rt異：lf 時代 J の耳主要な歌人で、深養父以外は、皆が三十六歌イllJ に含まれてい
z., 0 
「古今集和歌集j は「和歌史 t、長まも影響力のある撰集J と評されたことがあり、以降
の勅撰集は、 『和歌も、形態も、組織も、基本的にはすべて『古今集』の延長線上にあっ
た。d
紀貫之が「仮名序J の rl• で『かく、この度集めえらばれて、 tlJ ド水の絶えず、浜の真砂
の数多く積りぬれば、今は、飛鳥川の瀬になる恨みもきこえず、さざれ石の巌となる喜び
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